
ご協力よろしくお願いします。

「福祉協力店」になってみませんか♪
米沢市社会福祉協議会（社協）

　社協では、お互いに助け合い支え合うまち
をつくるために、社協だより「ほのぼの」等の
広報紙を作成したり、様々な研修会を行って
います。そこで、多くの市民の方に社協をも
っと知ってもらうために「福祉協力店」として
ご協力いただける店舗や会社、事業所などを
募集し、情報発信をしていくことにしました。
　福祉協力店としてご協力いただけるお店
にはステッカーを提示して下さるようご協力
をお願いします。
　福祉協力店にご協力いただける方につい
ては、ホームページから申込書をダウンロード
してお申込みください。

赤い羽根共同募金の募金箱を
置いていただいています

社協で発行している情報紙を
置いていただいています

福祉協力店ステッカー

この広報誌には、赤い羽根共同募金の配分金が使われています。

米沢市社協だより

No.111
令和３年６月15日発行

米沢市社協マスコットキャラクター
ハートくん・こころちゃん

	 米沢市社会福祉協議会の情報はホームページでもご覧になれます。　http://www.yonezawa-shakyo.or.jp/ 米沢　社協
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祉
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米
沢
市
内
の
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会
福
祉
法
人

が
ネ
ッ
ト
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ク
を
構
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し
、
連
携
・
協
働
を
図
り
な
が
ら
、
相
互
に
情

報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
、
そ
の
他
の
関
係
者
、
関
係
機
関
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の
協
力
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な
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ら
地
域
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わ
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。
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取
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修
に
講
師
と
し
て
伺
い
、
福

　
　

祉
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も
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ま
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福
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人
連
絡
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務
局
ま
で
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開
催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
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象
者
は
・
・
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？

　
　

米
沢
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
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在
学
す
る
３
人
以
上
の
団
体
（
学
校
等

　
　

含
む
）
や
グ
ル
ー
プ
で
す
。

【おことわり】
　新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止の観点から、感染の収束状況を見極め、申込受付を開始
します。本掲載時点で、申込受付を休止している場合があります。あらかじめご了承ください

米
沢
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
の「
福
祉
体
験
学
習
」を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
内
の
社
会
福
祉
法
人
の
職
員
が
福
祉
の
出
前
講
座
の
講
師
と
な
っ
て
伺
い
ま
す
!!

No. 講座名 講座内容 講師

1 赤ちゃんを知ろう 乳児（0歳〜 2歳児）乳児と触れあい命の尊さを学ぶ プチハウス

2 子どもと遊ぼう 幼子の心の育ちを学んで一緒に遊びます 興道こども園どんぐり

3 障がい児とのふれあい 障がい児との接し方をふれあいながら学びます 興道東部保育園

4 障がいの理解、高齢者の理解、
介護予防（運動、食事と栄養等） 講話 米沢栄光の里

5 車いす体験・リハビリ体験 体験 米沢栄光の里

6 喜楽座による演劇 劇を通して、認知症、障がい、権利擁護等を学ぶ 米沢栄光の里

7 スマイル教室 高齢者との接し方、認知症サポーター養成講座、消費
者見守りサポーター養成講座 緑成会成島園

8 高齢者疑似体験「まなび体」 高齢者疑似体験、車いす体験、介護食体験 米沢弘和会

9 障がい者・障がい児との関わり 声のかけ方、苦手なことを知る、車いす操作 にじの家

10 おいたまの郷認知症サポーター
養成講座 認知症サポーター養成講座 敬友会おいたまの郷

11 “聞こえない”って？ あいさつや簡単な手話を学んだり「聞こえない」こと
について一緒に考え学びます 米沢市社会福祉協議会

12 赤い羽根共同募金 赤い羽根共同募金の使い道など 米沢市社会福祉協議会

13 ふれあい交流 元気な高齢者の方と昔遊びをしたり昔の暮らしぶりを
お話しします 米沢市社会福祉協議会

14 ニュースポーツ交流 障がい者とスポーツを楽しもう（ボッチャ、卓球バ
レー、グラウンドゴルフ）

米沢市社会福祉協議会
米沢市身体障害者福祉協会

15 相手の立場になって
車いすに乗ったり、アイマスクをつけて歩いたり、高
齢者疑似体験を通して相手の立場になって考えてみま
しょう

米沢市社会福祉協議会
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　おしょうしな福祉座談会は、住民のみなさんに集まっていただき、自分たちの地域を
より良くしていくための話し合いの場として開催していただいております。例えば ...
○地域福祉活動指針（福祉８策）の進捗状況や今後の取組について
○町内会、隣組等で取り組まれている活動について
○隣近所で行われている助け合いや支え合いについて
○住民同士のつながりが切れないようにするための話し合い
など、様々な話し合いをし、楽しく前向きな座談会ができればと思います。

おしょうしな福祉座談会を
開催してみませんか♪

ぜひみなさんの町内でも開催してみませんか！

みなさんの町内でも

米沢市役所新庁舎4階の休憩コーナーに
設置してあります

青い自販機が赤い羽根共同
募金の自販機です

　５月６日から米沢市役所新庁舎の４階に「赤い羽根共
同募金」へ寄附ができる自動販売機を設置いたしまし
た。
　この自動販売機で飲み物を購入いただきますと、その
売り上げの一部が自動的に「赤い羽根共同募金」にご寄
附いただけるようになっています。「新庁舎」にお越し
の際は、ぜひご利用、ご協力をお願いいたします。
　また、募金運動推進と募金拡大のため、募金機能付自
動販売機の設置をお願いできる商店や企業を募集して
います。関心のある方は、下記までお問い合わせくださ
い。

社会福祉法人　山形県共同募金会・米沢市共同募金委員会　　TEL 24−7881（米沢市社会福祉協議会）

募金ができる自動販売機を設置しています

指いっぽんでできるボランティア



URL：http://www.yonezawa-shakyo.or.jp/（「米沢市社協」で検索できます）
発行：社会福祉法人　米沢市社会福祉協議会　〒 992-0059 米沢市西大通 1 丁目 5 番 60 号　米沢市すこやかセンター内　／印刷：㈱カワサキ印刷

問合せ 米沢市社会福祉協議会　TEL 24-7881  FAX 24-7861
E-mail  honobono-eshakyo@tiara.ocn.ne.jp

新しい情報紙ができました！ぜひご活用ください！

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この活動事例集は、令和３年３月までに米沢市社会福祉

協議会の生活支援コーディネーターが、地域の「通いの

場」に訪問し情報の収集を行い、年 6回以上開催している

「通いの場」の情報をまとめ、作成したものです。 
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移送サービス 

発 行 ： 米 沢 市 社 会 福 祉 協 議 会 

このガイドブックは、高齢者等が住み慣れた地域で安心して生活を送

ることができるよう、生活支援コーディネーターが関係機関や団体など

から収集した情報をもとに作成したものです。 
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 ・令和３年３月時点での情報をまとめたものです。
 ・各情報紙を希望される方は米沢市社会福祉協議会ホームページよりダウンロードいただくか、
　米沢市社会福祉協議会に直接お問い合せください。

　地域の中にある「通い
の場」を多くの方に知っ
ていただき、通いの場を
拠点に支え合いがさら
に広がればと思いを込
め、活動事例集を作成
しました。

　このガイドブックは自
費ヘルパーや弁当・食材
の配達、移動販売など、
ちょっと助けがほしい時
に使える、事業 所の支
援サービスをまとめたも
のです。

　生活支援コーディネーターは「地域支え合い推進員」とも呼ばれ、高齢者がいつまでも住み慣れた地
域で安心して生活できるように、住民同士の支え合いを応援し、地域づくりのお手伝いをしています。

「地域のためにできることをしたい…」「高齢者等が気軽に集まれる場所をつくりたい…」
「地域の中でこんな良い活動をしている」「私の活動を手伝ってくれる人いないかなぁ…」

そんな時は 生活支援コーディネーター までご連絡ください！

第 1層生活支援コーディネーター
清野　雅好（後列真ん中）

第 2層生活支援コーディネーター
加藤　秀典（後列左）
梅津　健志（後列右）
遠藤　仁一（前列左）
井上　陽菜（前列右）

生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）ご紹介します！


